
笠間市社会福祉協議会第 128 号 2025年（令和７年）６月30日発行

発行者
笠間市社協中央支部
編　集
中央支部広報委員会
印　刷
㈲シーエス

　

去
る
四
月
二
十
六
日
（
日
）
に
中
央
支
部
の
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
長
の

挨
拶
に
続
い
て
来
賓
挨
拶
及
び
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
入
江
洋
一
委
員
（
東
町
四
区
長
）
が

議
長
を
務
め
、
令
和
六
年
度
の
事
業
・
会
計
・
監
査
報
告
、
続
い
て
令
和
七
年
度
の
事
業
計

画
並
び
に
予
算
案
が
事
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
の
時
期

に
あ
た
り
、
選
考
委
員
会
か
ら
新
役
員
の
報
告
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
活
動
の
重
点
目
標
と
事
業
内
容

㈠　

活
動
資
金
の
確
保

〇
会
員
会
費
の
募
集
（
七
月
）

〇
福
祉
バ
ザ
ー
（
十
月
予
定
）

㈡　

高
齢
者
福
祉
活
動
の
推
進

〇
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
散
策
（
五
月
）

〇
各
行
政
区
で
実
施
さ
れ
る
三
世
代

交
流
会
な
ど
へ
の
支
援
、
助
成

㈤　

研
修
会
な
ど
の
計
画
・
実
施
・
参
加

〇
支
部
委
員
・
福
祉
推
進
員
・
む
つ

み
会
員
・
広
報
委
員
を
対
象
と
し

た
視
察
研
修
（
六
月
）

〇
女
性
部
員
を
対
象
に
し
た
研
修
会
・

視
察
研
修
（
六
月
・
十
一
月　

他
）

〇
笠
間
市
、
笠
間
市
社
協
等
で
実
施

す
る
研
修
会
へ
の
参
加

〇
救
命
／
防
災
等
の
講
習
会
の
実
施

㈥　

広
報
活
動
の
推
進

〇
広
報
誌
の
作
成
・
配
布

　

（
支
部
だ
よ
り
年
三
回
発
行
予
定
）

ご
あ
い
さ
つ

支
部
長
　
栗
　
股
　
克
　
巳

　

こ
の
度
、
四
月
二
十
六
日
の
代
議
員
会

に
於
い
て
支
部
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

微
力
で
す
が
、
今
後
と
も
精
一
杯
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
二
人
の
新
任
の
方
を
迎
え
ま
し

た
。
支
部
活
動
に
理
解
が
深
く
協
力
的
な

方
々
で
す
の
で
、
今
後
の
支
部
活
動
の
推

進
に
大
き
く
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

な
ど
の
心
配
か
ら
少
し
抜
け
出
て
、
し
あ

わ
せ
サ
ロ
ン
散
策
を
は
じ
め
、
研
修
会
や

交
流
会
な
ど
の
各
種
活
動
が
皆
様
の
ご
協

力
を
得
て
、
ほ
ぼ
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
一
つ
一
つ
の
活
動
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
役
員
一

致
協
力
し
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度  
代
議
員
会
開
催

代
議
員
会
開
催

　
　
　
　
　
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
方
針
決
ま
る

　
　
　
　
　
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
方
針
決
ま
る

　
　

〇
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
会
食
会

　
　
　
　
（
手
打
ち
そ
ば
会　

十
二
月
）

　
　

○
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

（
毎
月
一
回
、
十
二
月
を
除
く
）

〇
高
齢
者
親
善
交
流
会
（
十
月
）

　

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
輪
投
げ
）

〇
敬
老
会
の
支
援
、
協
力
（
九
月
）

㈢　

地
域
福
祉
活
動
の
支
援

〇
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
た
け
の
こ
」
の
活

動
へ
の
参
加
、
交
流
（
十
一
月
）

㈣　

地
域
活
動
の
推
進

科　目 決算額 摘　　　要
前年度繰越金 876,619
会員会費還元金 831,500 市社協より

助成金 133,150 市社協より　福祉コミュニテイ　50,000　　　　　　広報助成金　83,150
バザー売上金 271,580 ふるさとまつり福祉バザー
事業参加費 49,000 支部委員等研修／女性部研修など
配食弁当代 138,000
雑収入 485 利息
合計 2,301,134

科　目 予算額 摘　　　要
前年度繰越金 521,557
会員会費還元金 845,000 市社協より

助成金 140,000 市社協より　福祉コミュニティ　50,000　　　　　　広報助成金　90,000
バザー売上金 280,000
事業参加費 70,000 支部委員等研修／女性部研修など
配食弁当代 150,000
雑収入 443 利息
合計 2,007,000

【収入の部】	 単位：円

【収入の部】	 単位：円

科　目 決算額 摘　　　要
会議費 42,909 諸会議時のお茶代
事務局費 40,800
事務通信費 15,254 事務用品

事業費 1,255,323

会費地区還元金	 409,000
三世代交流助成	 20,000
グラウンドゴルフ・輪投げなど	 136,219
配食サービス	 455,722
広報誌発行	 142,585
女性部活動	 91,797

バザー開催費 102,376

研修費 68,915 支部委員・福祉推進員等研修災害時の避難生活支援講習
予備資金積立 100,000 予備資金（緊急時対応）
予備費 154,000 ビブス（名入れ付）
合計 1,779,577

科　目 予算額 摘　　　要
会議費 70,000 諸会議時のお茶代
事務局費 30,000
事務通信費 20,000 事務用品

事業費 1,555,000
会費地区還元金・三世代交流
グラウンドゴルフ・輪投げ
配食サービス・しあわせサロン
広報誌発行　その他

バザー開催費 150,000 バザー開催諸経費

研修費 120,000 支部委員・福祉推進員等研修会各種講習会など
予備資金積立 0 予備資金
予備費 62,000
合計 2,007,000

【支出の部】	 単位：円

【支出の部】	 単位：円

令和６年度　決算報告書

令和７年度　予算書
　

四
月
二
十
六
日
、
代
議
員
会
に
続
き
、

女
性
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
活
動
は
、
皆
様
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

が
、
何
よ
り
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

令
和
七
年
度
は
、
支
部
役
員
の
改
選
に

伴
い
、
女
性
部
役
員
も
改
選
さ
れ
、
新
役

員
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
毎
月
の
配
食
に
始
ま
り
、

し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
・
福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
協

力
等
、
女
性
部
一
同
協
力
で
き
る
よ
う
に

話
し
合
い
、
地
域
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け

る
活
動
が
で
き
ま
す
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

女
　
性
　
部
　
総
　
会

女
　
性
　
部
　
総
　
会

副
部
長

　

工
藤　

伴
子
（
再
任
）

副
部
長

　

岡
田　

妙
子
（
新
任
）

副
部
長

　

塩
畑
真
紀
子
（
新
任
）

女
性
部
役
員
紹
介

女
性
部
役
員
紹
介

令
和
七
年
度
　
支
部
役
員
紹
介

令
和
七
年
度
　
支
部
役
員
紹
介

支
部
長

　

栗
股　

克
巳
（
再
任
）

副
支
部
長
（
女
性
部
長
）

　

髙
田　

眞
弓
（
再
任
）

会
計
監
査

　

上
原　

信
雄
（
再
任
）

副
支
部
長

　

森
山　
　

隆
（
新
任
）

会
　
　
計

　

田
口　
　

博
（
再
任
）

会
計
監
査

　

大
貫　

洋
一
（
新
任
）

副
支
部
長

　

下
条　

立
美
（
再
任
）

（代議員会）（代議員会）

（女性部総会）（女性部総会）
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あ

と

が

き

　

長
引
い
た
コ
ロ
ナ
も
や
っ
と
収
束
に
向

か
い
支
部
活
動
も
活
発
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
代
議
員
会
及
び
女
性
部
の
総
会
も
無

事
終
わ
り
ま
し
た
。
総
会
、
役
員
紹
介
、

支
部
委
員
・
福
祉
推
進
員
名
簿
の
他
三
世

代
交
流
・
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
散
策
・
代
議

員
等
研
修
を
記
事
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
報
委
員
会
も
退
任
・
加
入
の

メ
ン
バ
ー
が
あ
り
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

退
任
は
福
島
和
彦
さ
ん
、
持
丸
す
い
さ
ん

で
す
。
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

新
任
は
下
条
立
美
さ
ん
、
工
藤
伴
子
さ
ん

で
す
。

　

広
報
委
員
一
同
、
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で

読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
紹
介

　
◎
田
口
　
　
博
　
　
下
条
　
立
美

　
　
藤
枝
　
正
一
　
　
塩
畑
真
紀
子

　
　
工
藤
　
伴
子

　

◎
は
委
員
長
で
す
。	

（
田
口
）

工
業
都
市
日
立
を
訪
ね
て

令和７年度　支部委員・福祉推進員名簿
支 部 長 栗股　克巳 （東町３）
副支部長 下条　立美 （桜　町）
同 森山　　隆 （緑町３）
同 髙田　眞弓 （大沢中３）

会 計 田口　　博 （緑町１）
会計監査 大貫　洋一 （友部栄町）
同 上原　信雄 （西町１）

支部委員 深谷　政喜 （東町１）
同 小松㟢政次 （東町２）
同 青葉　克則 （東町３）
同 入江　洋一 （東町４）
同 荒川　昌之 （仲　町）
同 島川　　清 （南　町）
同 友部　　進 （西町１）
同 赤尾杉友一 （西町２）
同 川島　利昭 （桜　町）
同 大貫　　浩 （当の越１）
同 大平　　博 （当の越２）
同 大貫　洋一 （友部栄町）
同 海野　二朗 （緑町１）
同 菊島　直樹 （緑町２）
同 森山　　隆 （緑町３）
同 藤吉　智司 （美原団地）
同 佐々木智秀 （青葉町）
同 荻野　智郎 （大沢中１）
同 下山　孝文 （大沢中２）
同 波多野照雄 （大沢中３）
同 常井　美治 （幸　町）

推 進 員 友水　雄一 （東町１）
同 斉藤よしの 同
同 青木伸二郎 同
同 萩野谷雅彦 同
同 吉澤　正子 （東町２）
同 青木　重子 同
同 鈴木　　敬 （東町３）
同 檜山由美子 同
同 荒川　　将 同
同 大沼　隆幸 同
同 大野　忠夫 （東町４）
同 片見　文雄 同
同 藤枝　昭司 同
同 須藤　辰紀 同
同 増渕　紀子 同
同 下山田博幸 同
同 仲田　義明 同
同 永井　博子 （仲　町）
同 坂本奈央子 （南　町）
同 福田　紀子 同
同 友部　晴美 （西町１）
同 神㟢　惠子 同
同 横倉　きん （西町２）
同 神崎　昭子 同
同 鶴田　弘司 （桜　町）
同 松田美智子 同
同 高倉　直也 同
同 菅谷　正子 同
同 深谷　　博 同
同 大田　霙三 同
同 関　　和明 同
同 髙野　康司 同
同 中島喜久雄 （当の越１）
同 塩畑　修司 同
同 石塚　純一 同

推 進 員 安達　洋子 （当の越１）
同 塩畑真紀子 同
同 高松　光子 （当の越２）
同 三澤佐登美 同
同 郡司　真也 同
同 田中　美子 同
同 岡田　妙子 （友部栄町）
同 秋山　文江 同
同 田口　　博 （緑町１）
同 小松㟢良夫 同
同 沼田　直美 同
同 谷津　恵子 （緑町２）
同 岩浪喜代美 同
同 鈴木　　望 同
同 小泉　とき （緑町３）
同 矢田部裕一 同
同 内桶　直樹 同
同 阿内　大冠 同
同 桃木久美子 （美原団地）
同 秋田　宏子 同
同 佐々木京子 同
同 菊池　悦子 同
同 成田　修三 （青葉町）
同 鈴木　健治 同
同 太田　一美 同
同 竹内　英二 同
同 大和田豊之 同
同 金澤　雅之 同
同 持丸　すい 同
同 小松崎　茂 同
同 井坂フヂヱ 同
同 吹野　広子 同
同 金子　隆幸 （大沢中１）
同 西連寺洋人 同
同 佐藤　文雄 同
同 竹下　兼吾 同
同 堺田　慎吾 同
同 富田樹梨菜 同
同 碓氷　厚子 （大沢中２）
同 仲川　貴之 同
同 塩畑　怜子 同
同 谷島　和夫 同
同 鈴木　幸一 同
同 上森　　満 （大沢中３）
同 平野　　隆 同
同 伊藤　文枝 同
同 富田　伸一 同
同 遠藤由美子 同
同 吉成　和美 同
同 遠峰　雅人 同
同 橋本　　聡 同
同 伊藤　　仁 同
同 香川　幸広 同
同 渡辺　　茂 同
同 浅野　礼輝 同
同 菊池　直樹 同
同 髙田　眞弓 同
同 小滝　啓太 （幸　町）
同 加藤　成貴 同
同 吉成美智子 同
同 豊田　利彦 同
同 山本恵一郎 同

　

最
後
に
、
ご
協
力
を
頂
い
た
皆
様
、
ご

参
加
頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

桜
町
区
長
　
川
島
　
利
昭

　

春
か
ら
夏
へ
と
季
節
が
変
わ
る
時
期
の

令
和
七
年
五
月
二
十
五
日
（
日
）
に
、
桜

町
三
世
代
交
流
会
を
北
山
公
園
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
で
、
参
加
人
数
四
十
四
人
で
行

な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
協
中
央
支
部
の
下
条
様
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

桜
町
三
世
代
交
流
会
は
長
年
続
く
町
内

会
行
事
の
一
つ
で
、
地
域
住
民
の
触
れ
合

い
と
繋
が
り
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
、
防

災
訓
練
を
兼
ね
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

テ
ン
ト
設
営
か
ら
始
ま
り
、
参
加
人
員

の
点
呼
確
認
、
炊
き
出
し
訓
練
、
親
子
で

お
に
ぎ
り
作
り
を
体
験
し
た
ほ
か
、
輪
投

げ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

日
頃
あ
ま
り
交
流
の
な
い
三
世
代
が
、

楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
三
世
代
交
流
会
を
通
し
て
、

地
域
の
絆
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

桜
町
三
世
代
交
流
会

桜
町
三
世
代
交
流
会

　

五
月
二
十
九
日
（
木
）
中
央
支
部
主
催

の
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
が
行
な
わ
れ
、
参
加

者
三
十
五
名
で
、
牛
久
大
仏
と
イ
ト
ウ
製

菓
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

牛
久
大
仏
は
高
さ
百
二
十
ｍ
も
あ
り
、

全
員
が
上
ま
で
行
っ
て
胸
及
び
肩
の
小
窓

か
ら
見
下
ろ
し
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
も
大
仏
胎
内
を
拝
観
し
な
が
ら
降
り

て
き
ま
し
た
。
庭
園
も
き
れ
い
な
花
が
咲

き
誇
り
、
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
見
学
し

ま
し
た
。

　

昼
食
は
落
花
生
専
門
店
で
、
と
て
も
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
小
美
玉
市
に
あ
る
イ
ト
ウ
製
菓

の
工
場
見
学
で
す
。
会
社
の
歴
史
や
製
造

工
程
の
映
像
を
見
た
後
、
実
際
の
製
造
過

程
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
接
し
て

い
る
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
店
で
皆
楽
し
く

試
食
を
し
、
お
土
産
も
沢
山
購
入
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

無
事
、
予
定
よ
り
少
し
早
く
社
協
に
戻
る

事
が
で
き
、
皆
様
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
の
柿
長
様
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
酒

井
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
工
藤
）

東
町
四
区
　
藤
枝
　
正
一

　

中
央
支
部
の
代
議
員
研
修
が
、
六
月

十
一
日
（
水
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
研
修
は
、
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し

た
日
立
市
の
原
点
を
探
る
こ
と
が
目
的
で

す
。

　

当
日
は
梅
雨
入
り
で
あ
い
に
く
の
天
気

で
し
た
が
、
参
加
者
二
十
九
名
は
朝
九
時

に
元
気
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
学
習
地
は
日
立
製
作
所
創
業
の

地
・
日
立
市
に
あ
る
「
日
立
オ
リ
ジ
ン

パ
ー
ク
」
で
す
。
創
業
者
、
小
平
浪
平
の

創
業
の
精
神
や
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
途
中
、
食
事
処
で
お
い
し
く
昼
食

を
い
た
だ
き
、
次
の
学
習
地
、
日
鉱
記
念

館
に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
日
立
市

発
展
の
原
点
で
あ
る
日
立
鉱
山
の
成
長
か

ら
閉
山
ま
で
の
軌
跡
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
最
後
の
目
的
地
は
茨
城
百
景
の

ひ
と
つ
御
岩
神
社
で
し
た
が
、
雨
が
強
く

な
っ
た
た
め
、
常
陸
太
田
の
道
の
駅
に
急

遽
変
更
と
な
り
、
買
い
物
を
楽
し
ん
で
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
現
地
社
員
の
わ
か
り

や
す
い
説
明
も
あ
り
大
変
勉
強
に
な
り
、

有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

　

出
発
か
ら
到
着
ま
で
支
部
の
役
員
、
社

協
の
職
員
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
散
策

し
あ
わ
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サ
ロ
ン
散
策


